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平成２６年 第４回（９月）志免町議会定例会一般質問通告書 

通 告 順 

番

号 
質問者 質問時間 件    名 要    旨 具 体 的 質 問 内 容 質問の相手 

１ 牛 房 良 嗣 ３０分 

１． 町のたから 

８，３００人の

こどもに夢と希

望を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．組織、課の配

置がえ見直し

等。 

 

 

３．以前の質問は

どうなったか。 

 

(１) 小、中生徒の学力の向上

は計画通り進められてい

るか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 「地域学習支援室」。 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 志免町のカラーを出せ、

英語取組先進地へ。 

第１期（平成２７年から平成

３１年）１２保育園全園へ幼

児英語教育。園児２，３００

人対象。 

 

第２期（平成３２年から平成

３６年）小学１年生から全学

年。 

 

(１) 課分離による高齢者支援

課新設と他の課の場所の移

動。 

 

 

(１) きちんとした回答の習慣

を。 

① 平成２６年４月実施、小６、中３の学力テストの結果につ

いての報告。 

② 平成２５年度の学力向上の取組と成果。 

③ 平成２６年度の取組と目標。 

④ 「わかる授業」の学校、先生の取組は成果に結びついてい

るか。 

⑤ 情報の開示をタイムリーに。 

資料１ 
   

都道府県別正答率（％） 

  
小６ 中３ 

国Ａ 国Ｂ 算Ａ 算Ｂ 国Ａ 国Ｂ 数Ａ 数Ｂ 

全国国公私

立 
73.1  55.6  78.2  58.4  79.8  51.6  67.9  60.5  

全国公立 72.9  55.5  78.1  58.2  79.4  51.0  67.4  59.8  

福岡県 72.0  54.4  77.7  57.4  78.4  49.6  65.6  57.8  

志免町                 

 

資料２ 
   

福岡県不正答率（％） 

  
小６ 中３ 

国Ａ 国Ｂ 算Ａ 算Ｂ 国Ａ 国Ｂ 数Ａ 数Ｂ 

理解されてな

い 
30.0  50.0  20.0  40.0  20.0  60.0  30.0  40.0  

 

① 学力の底上げは総力戦、「地域の学習支援室」に対する指導、

応援が必要、行政の考えは。 

資料３ 
   

学習支援室 

講師募集 ― 人材バンク（定年退職者の活用） 

土曜日休日活用 

家庭学習の支援 

英語勉強の取入れ 

 

① 下記の支援についての検討を。 

ⅰ 民間幼児英語指導機関へ委託。 

ⅱ 外人講師２名採用。 

ⅲ 英語助成として全園へ毎年補助金を。 

 

 

 

 

 

 

 

① 住民の立場にたって考える。 

② 課の配置がえ、広くなった部分を職員の食事休憩室や幼児

の遊び場に。 

③ 課の間仕切り、ついたて、古い書類の整理、撤去。 

 

① 若手グループの予算・決算の出前講座。 

② 角石池の埋め立てグランドの拡大の件は。 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 
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２ 助村千代子 ３０分 

１．子ども子育て

支援。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．子どもとメデ

ィア。 

 

 

(１) 子ども子育て支援新制度

本格施行に向けて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 青少年の｢インターネッ

ト依存」対策について。 

 

来年４月から施行予定の子ども・子育て支援制度についての考

えは。 

① 私立幼稚園で私学助成で実施されている、｢預かり保育」は

市町村が幼稚園に委託して実施と変わるが対応は。 

② 認定こども園へ移行を希望する幼稚園への対応は。 

③ 地方裁量型認定こども園への対応は。 

④ わが町の新制度への取り組みについての周知や説明は。 

⑤ 子ども子育て支援新制度施行を機会に、所管事務の変更を 

行っては。 

子育て支援課「保育園・学童保育」 

 

学校教育課 「学校・ 幼稚園」 

としたほうが事務事業が効率が良いと考えられる。 

 

① 子どもたちの携帯電話等メディアの使用の状況は。 

② 青少年の｢インターネット依存」に対しての認識は。 

③ 子どもを守るための予防と対策は。 

④ 使用しないように、子どもたちに言えないのか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

３ 古庄信一郎 ３０分 

１．緑地環境保全

への問題指摘と

提言後（昨年 6

月開催の第 2 回

定例議会一般質

問で提言）の対

応と片峰山にお

ける条例違反事

例の検証と今後

について。 

 

 

 

 

 

 

(１）昨年 6月議会での問題指

摘と提言へのその後の対

応について。 

 

 

 

 

 

 

(２) 片峰山における条例違反

事例と問題について。 

 

 

 

 

 

(３) 今後の緑地保全への考え

方と対応について。 

 

 

① 昨年の提言はなぜされたのか。その意図をどう理解されて

いるのか。 

② 指摘と提言の主なものは。 

③ 条例の改定他、曖昧矛盾点にどう対応されたのか。 

④ 指摘提言者への中間なり経過なり現況報告等の義務はないの

か。 

 

 

 

① 片峰山緑地保全林地区は制度上どの制度となるのか。 

② 片峰山緑地保全林における条例違反事例はなぜ起ったのか。問

題の経緯と認識は。 

③ 過去に対する町の対応と責任について。 

④ この問題から見える課題は何があるか。 

⑤ この事例に対する今後の町の対応は。 

 

① 片峰山緑地保全林地区についての基本的考え方と対応は。 

② 本事例を教訓とした今後の町全体の緑地保全への基本的な

考え方と対応は。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 大熊 則雄 １５分 

１．水路と道路に

ついて。 

 

２．虐待について。 

 

 

 

 

３．犬等のふん害

の防止につい

て。 

 

(１) 水路と道路の境目につい

て。 

 

(１) 志免町高齢者及び障害者

虐待並びに配偶者からの

暴力の防止等に関する条

例について。 

 

(１) 犬等のふん害の防止につ

いて。 

 

① 水路と道路の境目にガードレールはつけられないのか。 

 

 

① 第４条に町の責務がうたわれているが、町としての具体的

な取り組み、対応は。 

 

 

 

① 犬のふんの条例があるのに守られていない。 

町 長 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

５ 二宮美津代 ３０分 

１．ＡＥＤの設置

について。 

 

 

 

 

 

２．不登校、引き

こもり、ニート

への相談支援。 

 

 

(１) 減らせる突然死。 

 

 

 

 

 

 

(１) 現状把握と直接的アプロ

ーチ。 

 

 

 

いつでも誰でも利用できる環境の整備。 

ＡＥＤを折角設置しても、建物内にあるため夜間などに使用が

できず救えなかった例も報告されている。 

① 設置場所。 

② 点検状況。 

③ 今後の課題、対応について。 

 

ニート・引きこもりが全国的に増加しており、その対応が求め

られる。前回に引き続き態勢づくりについて伺う。 

※内閣府の調査によると、ニート・引きこもりは、全国 

２，７４０万人（１５歳～３４歳まで）のうち２．３％がニー

トで６３万人、２．５％が引きこもりで７０万人。志免町にあ

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 
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 てはめてみると（平成２６年７月３１日現在、１５歳～２９歳）

５，５４７人のうち、ニート１２７人、引きこもり１３８人で

約２６５人もおられることが考えられる。 

① 引きこもりが長期化し生活保護となるケースも考えられ

る。就労、社会復帰への対応。 

② 生活困窮者自立支援法での学習支援と不登校の問題。 

③ 高校中退者の学び直しへの支援。 

④ 所管課をきめ専門職（臨床心理士・社会福祉士）の常勤配

置を。 

６ 丸山真智子 ３０分 

１．子ども・子育

て支援につい

て。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ふるさと納税

について。 

 

(１) 子ども・子育て支援新制

度や子どもの権利条例に

も関連させながら質問し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) ふるさと納税を町のアピ

ール、活性化に生かせない

のか。 

 

 

① 安心して子育てできる社会にするには。 

ⅰ 保育所待機児を０にする。 

    保育の質の確保で保育士配置、面積、非常勤率は。 

    育児休業中の子どもの保育の保障。 

    求職中の期限は。障害児対応は。 

ⅱ 学童保育について。 

    施設面積、開所時間、学年の拡大。 

    小一の壁の解消。 

ⅲ 放課後子ども教室のニーズについて。 

    チャレンジ教室、放課後等の遊び場づくり事業。 

ⅳ 児童館、三世代交流サロン等の検討。公園など社会資

源の活用。 

Ⅴ ボランティア等の人材育成。 

    イクジイ講座の開催、サポーター養成と活用。 

 

② 「志免町子どもの権利条例」を活かしたまちづくりについ

て。 

ⅰ 第９条、第１４条の理解（特に町長）。 

ⅱ 虐待・いじめ防止対策。 

 

① ふるさと納税の額は。 

  志免町への寄付、志免町外への寄付。 

② プレゼント等を工夫して、地元を訪れるような仕組みや、

町の良さを知ってもらう機会としたらどうか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

７ 堤 久 美 子 ３０分 

１．地域コミュニテ

ィの活性化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 町内会組織と小学校区コ

ミュニティ協議会設置に

ついて 。 

 

人口減・自然災害・少子高齢社会において地域コミュニティは、

ますます必要であり重要。 

① 各町内会において人口(世帯数)、高齢化率の比較で最大と最少

は。 

② 町内会長の任務は。 

③ ２０２０３０(２０２０年までに女性の管理職等を３０％にす

る)という国の施策もあるが、女性町内会長増員の策は。 

④ 町内会長報酬等に関する監査請求後の進捗状況は。 

⑤ 校区コミュニティ協議会の設置で町内会長会での対話、校区 

単位での対話が必要であり、外部からのファシリテーターを招 

聘してもよいのではないか。 

 

町 長 

 

８ 末 藤 省 三 ３０分 

１．暮らしについ

て。 

 

 

 

 

 

２．介護保険。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) ＧＤＰ大幅減で生活はど

うなる。 

 

 

(２) 臨時・非常勤、その他の待

遇改善。 

 

(１) 医療介護総合法案。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 消費税増税で暮らしも経済も直撃、ＧＤＰ大幅減（６．８％）

をどう考えるか。 

② 志免町民にどのような影響が出てくると考えているか。 

 

① 臨時・非常勤、その他の待遇改善について。 

 

 

① 訪問介護、通所介護（要支援１．２）を保険から外して志

免町はどのようにしていくのか。 

② 町村間の差がでることをどう考えるか（公平性が保たれる

のか）。 

③ 認知症の初期対応の支援をどうするのか。 

④ 病床再編で入院患者締め出しについてどう対策をするの

か。 

⑤ 医療混合診療をどう考えるか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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３．子育てについ

て。 

(１) 子ども子育て新制度でど

う変わるか。 

① 子ども子育て支援新制度（でどう変わるか）。 

② 保育料の値上げ（必要経費の上乗せ）。 

③ 公的責任の後退。 

④ 小規模保育推進で待機児童は解消されるのか。 

⑤ 面積基準・保育士の無資格について。 

⑥ 事業計画はどのようになっているか。 

⑦ 新制度の省令を訂正となっているが、どのように訂正され

たのか、行政に影響はないのか。 

 

町 長 

 


